
間伐材で「あいの沢」に遊歩道を整備
－森林環境交付金事業－

　村では、18年度に県の森林環境交付金を活用し、村民の森「あ
いの沢」内に間伐材を利用した木材チップの歩道とテーブル・
ベンチを整備しました。
　森林環境交付金とは、県が豊かな森林を保全し次世代へ引
き継ぐことを目的に、18年度から導入した森林環境税を財源
とし、水源地域の森林や里山の整備、ボランティア活動への
支援など森林を守り育てる取り組みに対して交付しています。
　今回整備した歩道は村産間伐材を利用したもので、延長は
約 150㍍。チップがクッションとなり、歩いていて足に負担
が少ないのが特徴です。
　また、テーブル・ベンチセットは県産間伐材を利用したも
ので、園内に10組設置しました。
　総事業費は401万円（うち県交付金327万円）です。
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広 報

　今年度からスタートした学童・預かり保育「たんぽぽハウス」と、飯樋４区ミニ
デイサービスは、どちらも飯樋小学校北校舎の交流施設内で行われています。春休
み中の学童・預かり保育とミニデイサービス開所式が重なったこの日、子どもたち
とお年寄りの皆さんが、一緒に昼食をとりながら交流しました。

震災対策一口標語

  震災で
　 あわてるよりも
　　　　　まず備え
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3月の出動 火災  1件（1月からの累計 　2件）
　　　　　　救急29件（1月からの累計  69件）

４
３

ご寄付ありがとう（4月25日現在）
○子どもの育成
　▶  故星義継子供一同（横山フクイさん・高橋トク子さん・

半澤マツヨさん）から金500,000円
○社会福祉施設等整備基金
　▶ 末永瑞夫さん（深　　谷）から金100,000円
○いいたて福祉会
　▶ 星　正彦さん（南相馬市）から金30,000円
　▶ 佐藤勝範さん（上 飯 樋）から金50,000円
○飯舘村社会福祉協議会
　▶ 武石成美さん（宮　　内）から金 50,000円
　▶ 村山　豊さん（宮　　内）から金100,000円

　

相
馬
市
が
昨
年
の
県

知
事
選
挙
で
、
早
稲
田

大
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
が
提
唱
し
て
い
る
開

票
時
間
短
縮
運
動
を
初

め
て
導
入
し
、
開
票
作

業
を
早
く
終
え
た
こ
と

で
話
題
に
な
り
ま
し
た

▽
村
で
も
今
回
の
参
議

院
補
欠
選
挙
の
開
票
で
、

作
業
の
分
担
を
見
直
し

た
り
、
投
票
用
紙
を
揃

え
や
す
い
よ
う
に
パ
ッ

ク
を
使
う
な
ど
工
夫
を

重
ね
た
結
果
、
投
票
率

は
低
か
っ
た
も
の
の
、

前
回
の
県
知
事
選
挙
に

比
べ
て
15
分
以
上
の
短

縮
と
な
り
ま
し
た
▽
正

確
性
が
重
要
さ
れ
る
選

挙
事
務
に
お
い
て
、
ス

ピ
ー
ド
を
加
え
る
取
り

組
み
に
、
広
報
作
成
と

同
じ
思
い
が
し
て
、
今

ま
で
以
上
に
緊
張
し
た

開
票
作
業
で
し
た
。

火災・救急情報

子どもとお年寄りの楽しい昼食会

　村では、19年度に同交付金を活用し、広
葉樹の間伐及びチップ歩道の整備、村内の
子どもたちを対象にした木工クラフト教室
や森林教室などを行う予定です。

▲木材チップを敷いた歩道

▲間伐材を利用したテーブル・ベンチセット
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▲設立総会のようす
　
「
飯
舘
村
生
活
安
全
協
議
会

設
立
総
会
」が
、「
い
ち
ば
ん
館
」

で
行
わ
れ
、
村
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
組
織

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
住
民
の
自

主
的
な
生
活
安
全
活
動
の
推
進

を
図
り
、
安
全
で
住
み
よ
い
生

活
環
境
を
創
り
出
す
こ
と
で
犯

罪
や
事
故
、
災
害
等
を
未
然
に

防
ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
防
犯
・
交
通
安
全
・
防

災
の
関
係
団
体
等
に
よ
っ
て
設

立
し
た
も
の
で
、
各
団
体
及
び

行
政
区
の
代
表
な
ど
32
人
の
理

事
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
各
団
体
が
個
別
に
活

動
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
や

住
民
の
安
全
を
守
る
共
通
し
た

活
動
目
的
の
観
点
か
ら
、
こ
の

た
び
協
議
会
と
し
て
各
団
体
が

連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
こ
れ
に
よ
り
、

村
交
通
対
策
協
議
会
と
村
防
犯

協
会
は
３
月
で
解
散
し
て
い
ま

す
）

　

設
立
総
会
で
は
、
は
じ
め
に

菅
野
村
長
が
「
安
全
と
い
う
視

点
で
考
え
れ
ば
、
防
犯
と
交
通

安
全
と
防
災
を
一
緒
に
取
り
組

む
こ
と
で
よ
り
良
い
活
動
が
期

待
で
き
る
。
こ
の
組
織
を
中
心

に
、
さ
ら
に
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
を
目
指
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
来
賓

の
庄
司
和
明
村
行
政
区
長
会
長

と
紺
野
高
南
相
馬
警
察
署
交
通

課
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
村
長
を
座
長
に
議

事
が
進
め
ら
れ
、
協
議
会
の
設

置
要
綱
や
会
則
、
19
年
度
の
事

業
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
計
６
人
の
役
員
（
左

表
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
副
会
長
の
荒
利
喜

村
消
防
団
長
が
設
立
宣
言
文

を
読
み
上
げ
、「
村
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
」
の
実
現
に
向
け
た
誓
い
を

確
認
し
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
は

　
   

地
域
か
ら

4
25「飯舘村生活安全協議会」が設立

　

協
議
会
で
は
、
主
に
次
の
活

動
を
行
い
ま
す
。

○�

住
民
の
生
活
安
全
意
識
高
揚

の
た
め
の
啓
発
・
教
育

○�

交
通
安
全
計
画
の
作
成
及
び

安
全
対
策
の
推
進

○�

犯
罪
・
事
故
及
び
災
害
等
の

未
然
防
止
と
生
活
環
境
の
整

備
○�

安
全
活
動
を
推
進
す
る
団
体

等
の
育
成
及
び
支
援

　

ま
た
、
各
部
会
で
は
年
１
回

の
部
会
総
会
の
ほ
か
、
次
の
活

動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

防
犯
診
断
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
防
犯
ミ
ニ
パ
レ
ー
ド
、
あ

い
さ
つ
運
動
な
ど

　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
交
通

安
全
ミ
ニ
パ
レ
ー
ド
、
交
通
危

険
箇
所
調
査
な
ど

　

防
災
訓
練
、
避
難
訓
練
、
危

険
箇
所
・
避
難
場
所
の
点
検
把

握
な
ど

　

こ
の
ほ
か
協
議
会
で
は
、
今

年
の
秋
頃
を
目
途
に
「
生
活
安

全
協
議
会
大
会
」
を
開
催
し
、

活
動
報
告
や
講
演
会
な
ど
の
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲防犯ミニパレード

▲街頭キャンペーン▲防災訓練

防
犯
部
会

交
通
安
全
部
会

防
災
部
会


